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深刻なエネルギー・環境問題に直面する現代において、①原料が入手容易な資源、②廃棄物を最小化、
③再生可能エネルギーの利用、の 3 項目を充足する有機合成技術へ変革させることは、持続可能な「脱
炭素社会」に向けて極めて重要です。我々
は、容易に入手可能な「ハイドロカーボン

（アルカン・アルケン）」と、排ガスから回
収可能な「CO2 ガス」や空気中の「N2 ガス」
を原料とし、再生可能エネルギー（太陽光・
風力）から得られる「光 / 電気」を駆動
力とした、高付加価値分子（医農薬品等）
群の迅速な自在合成を目指します。
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1. アルケンへの光駆動3成分CO2挿入

2. 不活性C(sp3)-H結合への電気駆動CO2挿入
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3. アルケンへの電気駆動CO2挿入
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医薬品頻用
γ-ケト酸骨格

イブプロフェン等
医薬１段階合成へ

4. 新規光/電気駆動CO2活性化金属錯体の開発
Re Ru Ni

創薬分野、エネルギー関連分野、二酸化炭素削減

脱炭素社会における有機分子合成を革新する光 /
電気駆動協奏触媒系の創製
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気相の水素分子を活性な拡散性原子状水素に変換する『水
素スピルオーバー現象』の活用を目指して研究を行ってい
ます。
本現象は既存の水素基盤技術に新たな革新をもたらす可能
性があるにも関わらず、発見から半世紀以上、原理原則さ
え殆ど未解明です。これまで私は固体上を拡散する水素を
観測する独自技術を開発し、拡散性水素のダイナミクス解
明に努めてきました。最近、拡散性水素の動的挙動制御に
成功し、現在はこれを活用することで CO2 を有価分子に
水素化する固体触媒の高性能化に尽力しています。

H2 基盤技術、触媒分野、資源エネルギー分野

水素スピルオーバー現象の
ダイナミクス解明・制御および触媒展開
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